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．はじめに

「教師不足」の状況が続いている。2021 年度に
文部科学省が都道府県・政令指定都市等全国 68の
教育委員会を対象に行った調査では，公立学校にお

いて臨時的任用教員等の確保ができず，始業時点で

2,558 人の欠員が生じていた 1）。2023 年度当初の
状況について同様に行った調査では，「改善した」

が 16％（11教育委員会），「同程度」が 41％（28教
育委員会）「悪化した」が 43％（29教育委員会）で
あり，依然として厳しい状況となっている 2）。令和

３年度に実施された，令和４年度採用選考の実施状

況では，全体の競争率（採用倍率）は，3.7倍（平
成３年度と同率で過去最低）で，前年度の 3.8倍か
ら減少している 3）。校種別にみると小学校では 2.5
倍（過去最低），中学校は 4.7 倍で前年度の 4.4 倍
から増加したものの，高等学校では 5.4倍で、前年
度の 6.6倍から減少した。文部科学省は，教師人材
の確保を喫緊の課題として対策を進めている。 
本研究ノートでは，教職課程履修学生を対象とし

たアンケート調査結果をもとに，教職キャリア意識

について分析し，教育現場体験である教育実習がど

のように教職キャリア意識に影響を及ぼしている

か，今後の教育実習のあり方や課題を検討した。 
 

．教職課程における教職キャリア形成 
 
教職キャリア形成を行い，キャリア意識を高める

ための教職課程科目として，本学では「教職入門」

が設置されている。配当学年は 1 年生となってい
る。本科目は，教育の基礎的理解に関する科目群の

一つであり，教職の意義及び教員の役割・職務内容

（チーム学校運営への対応を含む。）を扱う。文部

科学省の指針である教職課程コアカリキュラム（コ

アカリ）4）には，「現代社会における教職の重要性

の高まりを背景に，教職の意義，教員の役割・資質

能力・職務内容等について身に付け，教職への意欲

を高め，さらに適性を判断し，進路選択に資する教

職の在り方を理解する。」と全体目標が示されてい

る。この全体目標を達成するため，教職の意義，教

員の役割，教員の職務内容，チーム学校運営への対

応の 4つの項目が設定されている。 
（1）教職の意義の一般目標は，「我が国における

今日の学校教育や教職の社会的意義を理解する。」

であり，学生の到達目標は，①公教育の目的とその

担い手である教員の存在意義を理解している，②進

路選択に向け，他の職業との比較を通して，教職の

職業的特徴を理解している，の 2点となっている。 
（2）教員の役割の一般目標は「教育の動向を踏

まえ，今日の教員に求められる役割や資質能力を理

解する。」であり，学生の到達目標は，①教職観の

＊システムデザイン工学部人間科学系列教授 Professor, Department of Humanities, Social and Health Sciences, School of System Design and Technology 

111東京電機大学総合文化研究　第21号　2023年



変遷を踏まえ，今日の教員に求められる役割を理解

している，②今日の教員に求められる基礎的な資質

能力を理解している，の 2点となっている。
（3）教員の職務内容では，一般目標は「教員の

職務内容の全体像や教員に課せられる服務上・身分

上の義務を理解する。」であり，学生の到達目標は，

①幼児，児童及び生徒への指導及び指導以外の校務

を含めた教員の職務の全体像を理解している，②教

員研修の意義及び制度上の位置付け並びに専門職

として適切に職務を遂行するため生涯にわたって

学び続けることの必要性を理解している，③教員に

課せられる職務上・身分上の意義及び身分保障を理

解している，となっている。

（4）チーム学校運営への対応では，一般目標は
「学校の担う役割が拡大・多様化する中で，学校が

内外の専門家等と連携・分担して対応する必要性に

ついて理解する。」であり，学生の到達目標は，①

校内の教職員や多様な専門性を持つ人材と効果的

に連携・分担し，チームとして組織的に諸課題に対

応することの重要性を理解している，となっている。

本学教職課程においてもコアカリに準拠し，教職

キャリア形成を行っている。

．教職キャリア意識の調査

教職課程を履修している学生（ 名）を対象に，

教職キャリアの視点から，教職課程を履修した理由，

教職に興味を感じた時期とその理由についてアン

ケート調査を行った。対象者のうち，教育実習を終

了した学生（ 名）には，教育実習体験が教職キャ

リア意識にどのように影響したかについても調査

した。調査期間は 年 月～ 月である。その

結果を以下に述べる。

教職課程を履修した理由

図 に教職課程を履修した理由について示す。

「教員になりたかったから」が ％，進路の選択

肢が広がるので「資格が欲しかったから」が ％，

「教職に興味があったから」が ％，将来役に立

つかもしれないと「親や知人に勧められたから」が

％，「教えることが好きだから」が ％であっ

た。

図 教職課程を履修した理由

教職に興味を感じた時期とその理由

図 に教職に興味を感じた時期を示す。教職に興

味を感じた時期は，小学校が ％，中学校が

％，高等学校が ％，大学が ％，社会

人が ％，時期不明が ％であった。

図 教職に興味を感じた時期

図 に教職に興味を感じた理由を示す。小学校で

教職に興味を感じた学生の理由内訳は，「家族や親

戚に教員がいたから」が ％，「尊敬できる教員

との出会いがあり自分もそうなりたいと思ったか

ら」が ％だった。中学校で教職に興味を感じた

学生の理由内訳は，「尊敬できる教員との出会いが

あり自分もそうなりたいと思ったから」が ％，

「友人等に勉強を教えて喜ばれた指導経験から」が

％，「教師に向いていると教員からのすすめが

あったから」が ％，「仕事がイメージしやすく職

業としての魅力を感じたから」が ％であった。

高等学校で教職に興味を感じた学生の理由内訳は，

「尊敬できる教員との出会いがあり自分もそうな

りたいと思ったから」が ％，「友人等に勉強を

教えて喜ばれた指導経験から」が ％，「仕事が

イメージしやすく職業としての魅力を感じたから」

が ％，「わかりやすい授業を受け成績があがっ

た経験から，教育への興味が湧いたから」が ％

であった。大学で教職に興味を感じた学生の理由内

訳は，「大学のガイダンスを受けて教員免許取得が

できるとわかったから」が ％，「塾講師アルバ

イトや友人等に勉強を教えて喜ばれた指導経験か

ら」が ％，「公務員としての安定性があり，職

業としての魅力を感じたから」が ％，「家族や

親戚に教員がいたから」が ％であった。

図 教職に興味を感じた理由

その他，社会人で科目等履修生として教職課程履

修を始めた学生は，「社会人になり，教員として働

いている家族からやりがいのある仕事だと言われ，

コンピュータではなく人と関わる仕事をしたいと

思ったから」，時期不明学生は，「なんとなく，いつ

のまにかであるが，自分のように勉強が苦手である

生徒の目線で教えられると思ったから」が各 名ず

つあった。

教育実習の教職キャリア意識への影響

図 に教育実習を体験した後での教職キャリア

意識の変化を示す。

図 教職キャリア意識の変化

教育実習を体験し，教職キャリア意識は変わらな

い学生は ％，変わった学生が ％であった。

図 にどのように教職キャリア意識が変化した

かを示す。

図 教育実習体験の教職キャリアへの影響

教職キャリア意識は変わらない学生では，教職に

「就いてみたい」が ％，「就きたくない」が

％，「わからない」が ％であった。就いてみ

たい学生の理由には，「実習先の先生方が仕事に生

きがいを持って，とても楽しそうに働いている姿を

見て，教員という職業への魅力が高まった。」「教員

の仕事の大変さがよくわかった。それでも楽しさを

伝える仕事，生徒の『わかった』という表情を見て，

就いてみたいと思った。」「生徒たちといることが楽

しく，明日もがんばろうという気持ちになれた。こ

の仕事が好きだと思った。」という意見があった。

就きたくない学生の理由には，「とても忙しく仕事

の量が非常に多いから」があった。わからない学生

の理由には，「想像以上の教員の仕事の大変さを経

験し，自分にあっているのか不安になった。」「教員

のプラス面，マイナス面をそれぞれ感じた。進路は

まだ決まっていない。」があった。

一方，教職キャリア意識が変わった学生では，教

職に「就いてみたい」が ％，「就きたくない」

が ％，「わからない」が ％であった。就き

たくなった学生の理由には，「実習前は就かなくて

もよいと思っていたが，教育実習を通して楽しいと

思えた。」「民間企業と迷っていたが，生徒が自分の

授業をおもしろがって聞いてくれ，楽しいと思っ

た。」「実習に行って，教科の奥深さ，面白さに触れ

て，教員になりたいと思った。」があった。就きた

くなくなった学生の理由には，「教えることの難し

さに直面し，自信を失った。」「思ったような授業展

開ができなかった。自分の指導力の低さを実感し

た。」があった。わからなくなった学生の理由には，

「教職に就きたいとは思ってなかったが，教師不足

の状況や労働環境を知り，やってもいいかもしれな
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のプラス面，マイナス面をそれぞれ感じた。進路は

まだ決まっていない。」があった。

一方，教職キャリア意識が変わった学生では，教

職に「就いてみたい」が ％，「就きたくない」

が ％，「わからない」が ％であった。就き

たくなった学生の理由には，「実習前は就かなくて

もよいと思っていたが，教育実習を通して楽しいと

思えた。」「民間企業と迷っていたが，生徒が自分の

授業をおもしろがって聞いてくれ，楽しいと思っ

た。」「実習に行って，教科の奥深さ，面白さに触れ

て，教員になりたいと思った。」があった。就きた

くなくなった学生の理由には，「教えることの難し

さに直面し，自信を失った。」「思ったような授業展

開ができなかった。自分の指導力の低さを実感し

た。」があった。わからなくなった学生の理由には，

「教職に就きたいとは思ってなかったが，教師不足

の状況や労働環境を知り，やってもいいかもしれな

113東京電機大学総合文化研究　第21号　2023年



いと思った。」「今までは教職＝ブラックというイメ

ージが強かったが，教育実習を通して子どもの成長

に携わる仕事はすてきだと思った。大学院進学予定

なので，しっかりと将来を考えたい。」の意見があ

った。

．教育実習の今後の課題

 
教職課程履修学生を対象としたアンケート調査

結果から，教育実習を通して約 4割の学生は教職キ
ャリア意識が変わったこと，教育実習で成功体験や

やりがい，楽しさといったプラス面を感じた学生は

教職への意欲が高まり，失敗体験や自己効力感を失

う体験から自信喪失した学生は，教職への意欲は低

下した。「教職入門」から積み上げてきた教職キャ

リア形成を，「教育実習」という最終段階で，さら

に積み上げていくにはどのようにしたらよいのだ

ろうか。 
教員の働き方改革の推進も重要であるが，「『令和

の日本型学校教育』を担う教師の養成・採用・研修

等の在り方について」において中央教育審議会 5）

は，具体的方策の一つとして教育実習等の見直しに

ついて言及している。全ての学生が一律に教職課程

の終盤に教育実習を履修する形式ではなく，それぞ

れの学生の状況に応じた，柔軟な履修形式の提案で

ある。具体的には，短期集中型の従来の履修スタイ

ルに加え，通年で決まった曜日等に実施する教育実

習，早い段階から「学校体験活動」を経験し，教育

実習の一部と代替する方法，異なる学年の学生が同

時に参加する形を取ることで，上級生がメンターと

しての役割を担うようにする等の工夫により，教職

科目と学校現場の教育実践を相互に関連付けなが

ら，学生が学びを深める取組方法を検討すべきとし

ている。教職課程履修学生を対象としたアンケート

調査結果からも，このような機会の充実や，教育実

習の時期・実施方法の見直しにより，学生の教職キ

ャリア意識は高められるのではないかと思われる。

しかしながら，それに付随し，学校現場・大学の負

担増も懸念される。今後の課題として，学校現場と

大学の一層の連携・協働が求められる。 
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地学実験の実験指導における地球科学分野の探求について

岩﨑 直也＊・清水 敏文＊＊

Exploring the Earth Science Field in Experimental Guidance

for Geoscience Experiments

IWASAKI Naoya＊，SHIMIZU Toshifumi＊＊

キーワード：地学実験，地学，教職科目，フィールドワーク

１．はじめに

応用化学科の夏期集中講義に配当されている「地

学実験」は，器材を用いた実験とフィールドワーク

による現地観察が盛り込まれており，学科の化学系

実験科目群とは大きく性格が異なる内容になって

いる．また，中学校一種の理科教員免許の取得にあ

たり必修科目であるため，理科教員免許の取得を目

指す学生諸君にとっては，化学系実験科目群と共に

重要な科目となっている．一方，化学系の実験科目

群に比べると，座学の講義時間は少なく，地学実験

で行われる数々の実習内容を理解するために，講師

陣による多くの工夫が盛り込まれている．そして，

各専門分野を背景とする教員によるオムニバス形

式の実習となっており，ユニークかつ豪華な内容と

なっている．そこで本稿では，教職科目における実

験指導として地学実験の内容と，講師陣による指導

上の工夫について述べる．

２．指導の達成目標

地球分野，惑星分野，宇宙分野を知るための観測，

観察，実験および解析には，関連する広範な知識と，

地球惑星宇宙科学（地学）分野に特有な技術が時に

必要となることがある．そこで，これらの基本的な

事柄について，高等学校までの「理科」で扱われる

地球惑星宇宙科学（地学）の内容をより深く理解で

きるようになるため，地学実験では．地球科学分野

の「気象」「地質」「天文」の三分野から実験と演習

を組み合わせた内容しており，実習内容を通して

「基礎的な観測・観察・実験・演習を幅広く経験し，

その特有な方法を知り，用いる機器を適切に使用す

ることができる」人材の育成を指導の達成目標とし

ている．

３．実験の指導内容

実験指導は，地球科学分野の「気象」「地質」「天

文」の三分野から，地学関連の知識が少ない学生に

合わせて，それぞれ選りすぐった内容となっており，

実験と講義を織り交ぜながら進められている．

３．１ 気象分野

気象分野の実習は，「大気海洋学に関する準備・

観測・実験・演習」として取り組みを行っている．

主な実験内容は，百葉箱による温度計測実験，大気

海洋学に関する観測として流体の動きの観察実験，
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